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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文はラ序章。本論（3部9章）曾結論の部からなるラ507頁の英文論文である。その構成と概
要を記せば事以下のようである。
　「序章」ではラ本研究の意義事主題選択の理由、本研究の基本仮説ヲ本研究の解明課題、関連文
献レビューラ本研究の方法を述べた。すなわちラ本論文は冒タイ国義務教育の教育課程に関する政
策の史的展開を人格形成活動の観点（①教育課程の構造ヨ②人格形成活動の種類言③望ましレ）人間
像，④親1教員宙生徒の参加）から分析することヨその社会：政治的1イデオロギー的1制度的背
景を明らかにすること，中央の教育政策が農村地方で実施される状況を合わせて分析することヲ研
究の結果を日本の特別活動と比較しタイの改善すべき点を考察するものであることラを述べた。
　「第I部　タイ国における192亙年から1990年までの義務教育学校の吏的展開」はラ1921年の導入
から現在に至るまでのタイ国義務教育制度の展開を概観しヨその歴史が大きく、①　絶対王政時代
（1921年一1932年）、②初期民主政時代（！932年一！959年）ヨ③現代（1960年一現在）ヨの3期に
時期区分することができることを述べた。
　「第H部　タイ国における1921年から1990年までの義務教育学校での人格形成活動に関する政策
決定」は、申央における人格形成活動政策の分析をヨ各期に1章ずつを与えて行った。
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　第亙部の「第1章　絶対王政期における政策決定の分析」ヨ「第2章　初期民主政下における政策
決定の分析」事「第3章　現代における政策決定の分析」ではヨ「第1節　杜会1政治的ヨイデオロギー
的ヨ制度的規定要因（co鵬晩i就s）」で雪各時代の歴史的条件の特徴を述べ争「第2節　政策決定」
で、各期の教育政策の特徴を分析した。第1節で用いる資料は曹政治1経済1社会史の資料および
先行研究でありヨ第2節では文部省を中心とする政府資料である。
　第n部「第4章　政策決定についての分析結果」ではヨ「第1節　絶対王政期」雪「第2節　初期民
主政期」ヨ「第3節　現代期」の時代順に害各章で得られた結果を雪①教育課程の構造う②人格形成
活動の種類事③望ましい人間像害④親1教員1生徒の参加事の分析項目ごとに整理しヨ⑤各期の教
育政策を規定した杜会＝政治的1イデオロギー的1制度的条件を考察した。
　「剃I螂　農村の義務教育学校における人格形成活動政策の成果の評価」は里論文作成者の出身
県であるピサヌローク県において、各期の教育政策がどのように実施に移され事どのような問題が
生じたかをヲ各期に1章ずつを与えヨ考察した。
　第III部各章の第1節では村事人々ヨ学校の一般的状況を叙述しヨ第2節では人格形成活動の実情
を分析した。第1節害第2節ともに既成の資料は極めて少ないので冒手書きの学校日誌や古老への’
インタビューで補った。
　第至II部「第4章　政策の成果についての分析結果」では争「第互節　絶対王政期」曾「第2期　初期
民主政期」里「第3期　現代期」の時代順にヨ第I亙I部各章で得られた結果を菅①教科内人格形成活動
の実情（perfOrma㏄eS）芽②教科外人格形成活動の実情里③学年末進級試験に見る成績望にっいて整
理しヨ④成果と問題点を規定した条件を考察した。
　「剃V部　結論雪比較雪考察争示唆」の「第五章　結論」では冒「第五節　政策の展開」および「第
2節　農村における政策の実効」により以上を総括し。「第2章　比較」では雪日本の特別活動の内
容や実際にっいて調査1観察したこととタイの人格形成活動との比較を行い冒「第3章　考察」では雪
タイの問題点を整理し里「第4章　示唆」では争問題解決のために必要な検討課題を提示した。
　この研究を通して得られた最も主要な知見は、次のようである。
　ア　人格形成活動政策が重視されるのは、1948年改革期と1978年改革以降である。
　イ　それはラいずれも社会の変革期である。
　ウ　最も強調される人格の側面は愛国心である。
　エ　ボーイ1スカウトや少女赤十字活動など海外から移入した活動が重視され事仏教による伝統
的な活動と軋櫟を起こした。特にラ地方では混乱が大きかった。
　オ　タイの義務教育における人格形成活動政策は穿トップ1ダウン方式で里地方1親1教員1生
徒の創意個工夫の余地が少ない。
審　　査　　の　　要　　旨
本論文のオリジナルな価値は雪次の諸点にある。
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　ア　タイの義務教育の教育課程政策についてラその出発から現在に至．るまでヲ日本語または英語
でヨ本論文ほど詳細に叙述した先行研究はない。
　イ　これを叙述するに当たってヨ人格形成活動の側面から構造的に分析し冒各時期の特徴を明確
にした。
　ウ　各時期の人格形成活動の特徴を菅杜会1政治的ヨ経済的ヨイデオロギー的事制度的要因から
丁寧に説明した。
　工　中央の政策が冒地方の農村地域の実際にどのように影響しラまたは問題を生じさせたかに注
目した。
　オ　資料の得がたい地方の事例についてヨ手書きの学校日誌や古老へのインタビューを併用して事
実情を解明する方法を考案した。
　カ　現実の改善への強い問題意識があり事そのための提言を行おうとする態度を堅持している。
　キ　長い歴史の変遷ラ教育課程の中の人格形成活動の比率雪期待される人問像の内容と人格形成
活動との関係。時代背景と政策の特徴の関係ヨ日本とタイとの比較ラなど複雑な叙述を分かりやす
くするために事随所に表や図を用いる工夫をしている。
　しかし、以上のようなオリジナノレな価値にもかかわらずラかなり多くの箇所に雪追求の甘さ争論
理の飛躍ヨ実証ないし論証不足などが見い出される。それでもなおヨ上記の価値はかけがえのない
ものでありラ博士（教育学）論文の水準に達しているものと曹認められる。また事留学生として日
本の文化1教育に積極的に接するのみならずラ相互交流の実践を踏まえた好感のもてる論文である。
　よってヨ著者は博士（教育学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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